
痛 み の 経 験 奪 取 ダ ッ シ ュ
─ 手 を 突 っ 込 ん で 、 さ っ さ と 動 い た 方 が
い い 哲 学
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江戸のガキはまず、小遣い握りしめて博打に手ぇ出すもんさ。
丁か半か、最初は負けるに決まってる。
けど、その負けが大事なんだよ。

「この賭場のイカサマの癖はこうか」
「あいつの仕草が嘘くせえ」

こういう勘を養うのが先だ。
成功ってのは、何も知らねぇ坊主の所には降りてこねぇ。

だからな、まずはちっせえ痛みを喰らえ。
小銭なくすくらいで済ませときゃ、後々デカい勝負に立ち回れる
ってもんよ。
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はじめに　「慎重」って言葉に毒されるな。

よ！お待ちかね！湯之助だ。

あんた、知ってるか？ 成功したやつらの共通点を。
それは、痛みを喰らう速度が異常に速いってことだ。

そう、成功者は痛みを避けない。
むしろ、積極的に痛みを取りに行く。
なぜか？その痛みが、次の「勝ち」への最短ルートだからだ。

でもな、世の中のほとんどのヤツらは違う。「失敗したくない」
「損したくない」「騙されたくない」．．．そう言って、安全な場所
から眺めているだけなんだよな。

そして気づくんだ。「あれ？ 俺、何も得てなくね？」

“いつか”なんて日は来ねぇ。「ちょっと考えてから…」「もう少し
準備ができたら…」そうやって止まってるヤツ。そういうヤツに
限って、“その時”が来た試しがねえ。

だから言う。痛みを避けてたら、何も得られない。
だが、痛みを喰らって経験を奪った奴は、一気に前に進む。
あんたの中の「慎重さ」という虫を、今すぐひねり潰せ！
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痛みの経験奪取ダッシュ
─チャンス前のジレンマを喰らえ

「失敗するのが怖い…」
「うまくいかなかったらどうしよう…」

こういう疑問を持った時点で、すでに"チャンス"は
あんたの目の前にある。
なぜなら、人間は"どうでもいいこと"には悩まない。

だが、チャンスの前で結局動けないやつがいる。
なぜ動けないか？その理由は単純だ。

「痛み」を避けようとするからだ。

だが、成功するやつは「痛み」を避けない。
むしろ、痛みを喰らうことを前提に動く。
それが「痛みの経験奪取ダッシュ」だ。

4



「痛み」を恐れるやつは一生負け犬

勝者と敗者を分けるのは、

"センス"じゃない。
"運"でもない。

ただ一つ、「痛みを許容できるか？」だ。

だまされるのが怖くて行動しない
無駄金を使いたくなくて時間を失う
100%確信が持てるまで踏み出せない

こんなやつらは一生、「慎重にしていたつもりで何も得られなか
った」という地獄に落ちる。

逆に、痛みを受け入れて進むやつは、速攻で経験を奪い、チャン
スを喰らう。
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痛みを経験するほど「騙されるコスト」が下がる

「でも騙されたら損するじゃん？」
こう思うやつがいる。
だが、よく考えろ。

最初に小さく騙されておけば、その後は簡単に騙されなくなる。
つまり、痛みの経験が「美味い話耐性」を生む。

・詐欺に10万円で気づくやつ⇒無敵化する
・詐欺に1000万円で気づくやつ⇒もう立て直せない

どっちがいい？

成功者になる過程で、どこかで１回は騙されたり、ガッカリする
経験をすることになる。こんなのあるあるだ。
だから、安く済ませろ。「騙されてもいい額」で突っ込んで、さ
っさと経験を奪え。

「場慣れする」みてぇなもんで、儲け話を聞き分けるレベルを上
げていくんだ。

痛みを経由せずに"安全に勝つ"なんて考えるな。
そんなやつは一生、安全な場所から成功者を眺めるだけだ。
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痛みの経験奪取ダッシュのやり方
「ダッシュ」は、単なるスタートダッシュじゃねぇ。“痛み”をい
ち早く経験し、それを武器にする戦略のことだ。遅い奴は、結局
ビビって何もできずに終わる。だから経験奪取は速攻でやれ。迷
ってる時間が、一番のムダだ！

第一の心得：小さく死ぬ
最初の痛みは、“軽傷”で済ませろ。
詐欺スレスレの案件、インチキ話―この“境界線”を体感しろ。
騙されるな。でも、警戒しすぎて何もしないのはもっとダメだ。
失敗のコストを“安く”抑えつつ、動くんだぜ。

第二の心得：死んで生き返る
痛みを一度で終わらせるな。繰り返せ。10回ミスれ。20回でもい
い。人は、傷を負うたびに強くなる。失敗の“回数”が、知識と実
力を底上げする。「オレ、経験値、溜まってんな」と実感する頃
には、戦闘力が違うレベルに到達してる。痛みを拒絶するヤツ
は、「安全」という幻想に閉じ込められる。

第三の心得：痛みを売り物にする
ここまで来たら、“失敗”が武器だ。「俺はこうやって騙された」
「この手口はこうヤバい」この情報を持ってるだけで、お前さん
は“価値”のある存在になる。さらに、失敗を知ってる分、次
の“本物”が見極められるようになる。防御力MAX、攻撃力も
UP。ここで初めて、他の奴らを置き去りにできる。
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第一の心得：“小さく死ぬ”（若ぇうちにバカをやれ）

ヒヨッコの頃の修行ってのは、
まず”ケツを叩かれる”とこから始まる。

大工の棟梁だろうが、寿司職人だろうが、架電部隊だろうが、最
初は 「このバカタレ！」 って怒鳴られる。「はい、失敗しまし
た！」 って経験を積みながら、“何がヤバいラインか”を肌で覚え
る。

最初はみんなヘタクソよ。
刃物で指を切る、火傷をする、怒鳴られる。

でもな、それを怖がって
指一本動かさねぇような奴は、職人にはなれねぇ。

最初は“安い失敗”をしろ。でっけぇ損をする前にな。
詐欺の匂い、甘い話の裏側、本物と偽物の見分け方。
これを自分の身で感じる。
これがねぇと、“失敗のコスト”がデカくなる。

詐欺話にハマってスッカラカンになるヤツは、ここをすっ飛ばし
てるからだ。
“小さく死ぬ”ことを恐れずに、 ちょいちょいミスれ！
ミスが高ぇ授業料になる前にな。

8



第二の心得：“死んで生き返る”（魂の経験値を上げろ）

経験の濃度みてぇなもんだ。
痛みを喰らうたびに、根性と知恵が鍛えられ、
モノの本質が見えてくる。

これを繰り返してると、“勘”が冴えてくるんだ。

「あ、これはダメだ」「こいつは本物だ」
そういうのが“直感”でわかるようになる。

・一回ダマされりゃ、「あ、この手口はSだな」って分かる
・一回損すりゃ、「ここで手を引くべきだった」って勘が働く
・何回もやられて、やっと気づく。「なるほど、ここで熱くなっ
ちゃダメなんだな」「今は手を引く時か…」

つまり、“痛みを喰らった回数が、
あんたの戦闘力を底上げする” ってこった。

ここで逃げたヤツは一生ひよっこ。
前に進んだヤツだけが、次の”本物”を手にする。
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第三の心得：“痛みを売り物にする”（負け戦を語れるヤツが勝つ）

“失敗談”を語れるヤツほど一人前だ。
「昔はこんなミスしてさぁ…」って笑って言えるヤツほど、腕が
立つ。
痛みを経て、“守り”が強くなるのはもちろん、さらに 「俺はこの
痛みを知ってる」って話が、他人にとって価値になる。

つまり、負け戦を語れるヤツは 「これを避ければ成功できる」
って証明になる。

・詐欺に引っかかった経験 ⇒ その回避法を教えられる
・失敗して大損こいた ⇒ その学びをシェアすれば金になる
・何度も痛みを喰らった ⇒ 成功への最短ルート

どんな商売だってそうよ。
「この値段で売ったら損した」
「この客層は渋ちんだ」

一度痛みを味わったからこそ、次はスパッと見極めて儲けに変え
る。
失敗を語れる奴は、勝負の世界で生き残る。
成功者ってのは、結局「痛みを美味ぇ飯に変えた奴」なんだよ。
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動かねぇやつは、ゲームの“スタート”にすら立てない。
「慎重に考えて…」とか言ってるやつは、結局一生“痛みゼロ”の
まま消えていくだけよ。
先に痛みを喰らったやつが、最後に全部持ってくんだよ。

勝ちたきゃ、痛みを選べ

「俺は騙されるのが怖い…」
「リスクを取りたくない…」

そう思った瞬間、成長のチャンスは消える。
だからこそ、"痛み"を経験奪取して、一瞬で駆け抜けるんだ。
そうじゃねえと、人生はただの観客席で終わる。

成功とは、お利口さんのものじゃない。
それは、"痛みを選んだ"人間のものだ。

「考えすぎて動けねえ」？バカ言ってんじゃねえ、
痛みを経験せずに“強くなる”なんざ、成功者のルールにはねえん
だよ。

痛みを避けて凡人のままか？
それとも、痛みを喰らって突き抜けるか？

11



これはな、ただの根性論じゃねぇ。筋の通った話だ。

考えてみな。子どもが歩けるようになるのは、何度も転んだから
だ。アスリートが強くなるのは、筋肉を傷つけ、回復させるプロ
セスを繰り返すからだ。

江戸の大工だって、最初はノコギリの使い方もロクにわからね
ぇ、手元が狂えば指の一本も飛ぶかもしれねぇ。
でもよ、そこを乗り越えて、指に豆を作り、木の目を読むように
なった職人は、一生食いっぱぐれねぇのさ。

剣術だって竹刀を振るだけじゃ強くなれねぇ。実際に打たれ、痛
みを知るからこそ、次にどう動くかを学ぶんだ。痛みを知らねぇ
やつは、いざ真剣勝負の場に立った時、足がすくんじまう。

これ、ビジネスでも人生でも同じこった。「リスクは取りたくね
ぇ」なんて言ってるうちは、道具を触らねぇ大工、竹刀しか振ら
ねぇ侍と同じだ。そんなんで一人前になれるわけがねぇ。
痛みを知るからこそ、次の一手が見える。リスクを取るからこ
そ、勝負どころで動ける。

大事なのは、ただ無謀に突っ込めって話じゃねぇよ、痛みを経験
して、それを学びに変えろってことよ。
そうすりゃ、どこぞの小賢しい頭でっかちより、よっぽど強くな
れるってもんさ。
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痛みの経験こそが、成長を生み、強さをもたらす。

じゃ、「痛み」ってのは何なんだ？

失敗であり、試練であり、挑戦の中で味わう悔しさのことだ。
新しいことに挑めば、そりゃあ、不確実なことばかりよ。
でもよ、不確実だからって避け続けてたら、何も手に入らねぇ。

「成功者の条件は賢さではない」成功を手にするのは、完璧な計
画を立てたやつじゃねぇ。動いて、失敗して、痛みを喰らいなが
ら、それでも進み続けたやつだ。

痛みを避けて、日陰で縮こまってるか？
それとも、火傷しながらでも、真の旨みを知るか？
行くなら腹くくって前へ出な！
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「痛みを避けるな。痛みの先にある報酬を見ろ」。それが勝者の
メンタリティってもんよ。
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痛みの経験奪取ダッシュ：合理性×実践

なぜ「痛みの経験奪取ダッシュ」が成功を加速させるのか？
それを俺の観察・洞察・研究とリアルビジネス哲学を組み合わせ
て解き明かそう。

成功とは「合理的リスクの取捨選択」

ユノスケ・ビジネス研究所によると、、ってのはねえが、成功者
の意思決定には「アジャイル・リスクテイキング（機敏なリスク
選択）」ってのが共通してる。

成功者の行動パターン
　情報収集は最小限にして、とにかく行動する1.

　小さなリスクで素早く経験を積む2.

　経験を元に、次の行動の成功確率を上げる3.

これを「経験学習」っていうんだ。「成功したいなら、まず小さ
く失敗しろ」という考え方だ。
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エリート投資家たちも、まずは少額で市場に入り、実際の動
きから学ぶ
起業家も、最初は低コストでビジネスをテストする

逆に、「100%確実に成功する方法」を探し続けるやつは永遠に成
功できねぇ。
なぜなら、そいつらは"学習機会"を自ら拒否しているからだ。
つまり、「痛みの経験奪取ダッシュ」は、成功メソッドそのもの
なんだ。

ビジネスは「スピードと心理戦」

市場は「動く者」と「動かない者」の二極化が進む
動いた者だけが「試行回数」を増やし、改善し続ける
慎重すぎる奴は「行動できないまま終わる」

例えばよ、投資の世界では「慎重になりすぎて一生エントリーで
きないトレーダー」と、「多少の失敗を許容してガンガントレー
ドするトレーダー」がいる。
どっちが経験値を積み、早く相場を覚えるかは火を見るよりも明
らかだ。
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「痛みの経験奪取ダッシュ」の実践方法

じゃあ、実践に落とし込むための具体的なアクションプランを示
そうじゃねえかい。

STEP1　リスクを最小化する
初期投資は「学習コスト」として割り切れる範囲にする（例
えば少額資金）
騙されたときの影響を「自己修正可能な範囲」にする

STEP2　意図的に小さな失敗を積む
わざと小さい痛みを経験する（例：少額で試して市場の本質
を学ぶ、e-bookや教材で学んで実行してみる）
失敗したら「なぜそうなったか？」を分析し、次回に活かす

STEP3　成功確率が高い行動にシフトする
経験を元に戦略を修正し、精度を高める
小さなリスクでの試行を繰り返し、最適解を見つける
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成功の公式は「素早く小さくケガするために腕を差
し出してみろ」だよ

成功者は、まず小さな痛みを許容し、経験から学ぶ
慎重すぎる奴は、学習機会を自ら捨て、成長しない
早く動き、早く学ぶ者が、成功する

チャンスの前で悩んでいる暇はない。
成功の法則は、「痛みを受け入れ、経験をダッシュで奪いに行く
こと」だ。

さて、あんたはどうする？
リスクを恐れて停滞するか？
それとも、先に進むか？
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成功を掴むための最速の学び方

人はこう言うだろう。
「早く行動して失敗したらどうするんだ？」と。

この哲学において最も重要なのは、「痛みの経験」だ。
痛み・・・そりゃ確かに怖いものだよな。
だがな、成功を得るために避けて通るわけにはいかないんだ。

この世＝「稼ぎをめぐる戦い」ってのは、
結局のところ「いかに素早く痛みを吸収し、学び、軌道修正をし
て次に進むか」にかかっている。

「すこしの擦り傷くらいならいい、手を突っ込んで、さっさと動
いた方がいい」哲学にこそ、真理が宿っている。

挑戦してこそ学びがあり、その学びが次のチャンスを引き寄せ
る。
人は必ずしも勝者でなくとも、成長していく。だが、進むことを
やめた者は、そこで止まる。
わかるよな？
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【注意】
このPDFは著作権法で保護されている著作物
です。

いかなる理由があろうと本書の一部あるいは
全部をインターネット及び印刷物他のメディ
アなどで複製・転載及び再販売アップロード
などする事を禁止いたします。

また、本内容に反し違反・損害が発生した場
合違約金が発生する場合がありますのでご注
意下さい。

さあ、こっち側にきて、一緒に稼ごうぜ。
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